
電気事業 施設整備１０か年計画（2019年度～2028年度 概要版）

２ 電気事業の現状と課題

１ 策定の趣旨及び見直しの目的

➢ 計画策定後の社会・経済情勢の変化を反映
しつつ、電力の安定供給及び供給力の向上
を図るため、長期安定的な経営を確保しな
がら、計画的・重点的な施設整備を推進

１ 計画策定の趣旨及び見直しの目的

２ 計画の位置付け

３ 施設整備の基本的な考え方

➢ ２０１９～２０２８年度（１０年間）

３ 計画期間

➢ 「企業局第４次経営計画」の施設整備に関
する個別計画

➢ 「山口県公共施設等マネジメント基本方針」
と整合した個別施設計画

１ 現状と課題

➢ 平瀬発電所の建設や、リパワリング（菅
野・生見川発電所）に取り組み、供給力を
向上

２ これまでの取組

３ 発電所ごとの課題と対応

１ 基本的な考え方

２ リパワリング

４ 適正な維持管理対策

３ リニューアル

➢ 施設耐震化やＢＣＰ策定により、電力の安
定供給を確保

➢ 施設全体が老朽化している発電所において
は、整備方針の検討が必要

➢ 水力発電の供給力の維持向上を図るため、
発電所の維持管理を適切に実施し、長期的
視点に立ったリパワリングやリニューアル
を計画的に推進

➢ 発電所の設備更新に合わせた計画的なリパ
ワリングにより、供給力を向上

➢ 発電所の重点的・効率的な整備方針の検
討・策定

➢ 施設全体の老朽化が進行している発電所に
ついて、リニューアルの実施

➢ 県内１２か所の水力発電所を設置・運営
及び１か所の水力発電所を建設中

➢ 脱炭素社会の実現に向けて水力発電の重要
度が高まっており、供給力向上への対応が
必要

➢ 計画的な改良や修繕により、概ね健全な状
態を維持しているものの、全体的に発電所
の老朽化が進行しており、複数の発電所で
大規模改修が必要

令和６年３月 山口県企業局

➢ 大規模改修やオーバーホールには多額の資
金が必要となり、今後の事業経営に影響

６ その他

➢ 木屋川発電所は、ダムの嵩上げ事業の進
捗にあわせ再開発を検討

➢ 採算性の確保を前提に小水力発電の開発
を検討

※見直しの期間は2024～2028年度

➢ 維持管理におけるデジタル技術の活用を
検討

５ 新たな整備方針の検討・策定

➢ 施設を健全な状態に維持するため、計画
的・重点的な改良・修繕等の実施

発電所名 最大出力(kW) 運転開始年

菅 野 発 電 所 14,500 1965(昭和40)年

水 越 発 電 所 1,300 1965(昭和40)年

徳 山 発 電 所 6,500 1965(昭和40)年

本 郷 川発 電所 260 1983(昭和58)年

生 見 川発 電所 1,800 1984(昭和59)年

小 瀬 川発 電所 630 1989(平成元)年

末 武 川発 電所 1,600 1992(平成４)年

佐 波 川発 電所 3,500 1956(昭和31)年

木 屋 川発 電所 1,850 1955(昭和30)年

新阿武川発電所 19,500 1975(昭和50)年

相 原 発 電 所 82 2014(平成26)年

宇部丸山発電所 130 2016(平成28)年

平 瀬 発 電 所 1,100 2024(令和6)年度予定

➢ 複数の発電所で大規模改修が必要

➢ 次期計画に向けた、重点的・効率的な整備
方針の検討・策定



５ 具体的な取組

１ 平瀬発電所の安定運用

６ 今後の進め方

➢ 社会・経済情勢の変化等に応じた適切な見
直しとＰＤＣＡサイクルによる進行管理

２ リパワリング（改良工事）

➢ 職員の技術力確保・安全管理意識の醸成

４ 安定経営の確保

１ 長期的視点に立った施設整備

➢ 総事業費(２０１９～２０２８年度)は、
約１１３億円

（建設改良約６４億円、修繕約４９億円）

２ 財政収支見通しの検討

➢ 安定的な純利益や内部留保資金を確保でき
るなど、引き続き安定的な経営を確保でき
る見通し

➢ リパワリング、リニューアルの計画的な推
進、維持管理の適切な実施

（新阿武川発電所）

➢ 発電所ごとの施設整備計画に基づき、１０
か年の財政収支見通しを検討

➢ ２０１９～２０２８年度までの１０か年で
リパワリング・リニューアル及びオーバー
ホールなどの施設整備を計画的・重点的に
実施

［供給力向上見込み］
対象発電所で、８７０MWｈ（一般家庭約
２４０世帯）の電力量増加

３ リニューアル（改良工事）

➢ デジタル技術やＡＩの活用による維持管理
の高度化・効率化及び安全性の確保

➢ 新技術・新工法の導入によるコスト縮減

➢ 発電施設の有水試験を行い、安定的な運用
を実施

➢ 既設発電所の設備更新に合わせて、水車・
発電機の改造を行い、供給力を向上させる
リパワリングを計画的に推進

➢ 施設全体の老朽化が進んでいる佐波川発電
所のリニューアルを実施

５ 重点的・効率的な整備方針の策定

➢ 収益性や重要度に応じて、優先的に整備す
べき発電所の設定（発電所トリアージ）

➢ 過去の事故・劣化状況、発電施設の特性等
を踏まえた最適な管理水準の設定

 ・オーバーホール等の周期
 ・機器更新周期

➢ 次期計画に向けて、発電所ごとの整備方針
の策定

４ 適正な維持管理対策(改良・修繕工事)

➢ 施設の機能を維持するため、計画的な点検
整備及び設備更新を実施

➢ 施設全体が老朽化した発電所について、大
規模改修の整備方針を検討

➢ 収益性や重要度に応じた、発電所ごとの整
備方針の検討・策定

発電所名 オーバーホール予定期間

徳 山 発 電 所 2023～2026年度

木 屋 川発 電所 2024～2026年度

新阿武川発電所 2024～2028年度

末 武 川発 電所 2025～2026年度

本 郷 川発 電所 2026～2027年度


	スライド 1
	スライド 2

